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１．研究計画の概要 
（１）本研究は、フランス、アメリカ、イギ
リス、南アジアといった、それぞれの社会に
ついてこれまで研究を蓄積してきた研究代
表者および研究分担者が、「結社」という共
通のテーマに基づき、新たな観点から海外学
術調査を行って研究を進めようとするもの
である。 
（２）また、本研究への参加者の各々の専門
分野は社会学、歴史学、文学と多岐にわたる
が、狭小な専門の枠の中にとどまることなく、
分野を超えた幅広い観点から問題に取り組
むことは本研究の特長である。 
（３）本研究では、フォーマル、インフォー
マルなものを含めて人々の集まりを「結社」
として広くとらえる視点に一旦立った上で、
多様な時代と地域を対象にしながら比較考
察を進めることにより、「結社」の本質的な
意味を明らかにすることが可能となり、結
社」の有する多様な側面を明らかにする。 
（４）そして、上記の諸観点から得られた研
究成果をもとにして、現実の現代社会の諸問
題に対して、新たな視点を提示することが本
研究の目的である。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究の問題関心として提起している、
「結社」の概念を幅広く捉え、「結社」の多
様性と、社会における人間の活動を考察する
際の「結社」という枠組みの有効性を把握す
る、という研究の枠組みを重視しながら、研
究を遂行してきている。こうした問題関心を
踏まえつつ、社会学、文学、歴史学といった
人文学の学際的な共通基盤の上に、「結社」
という研究視点を共有しながら、フランス、

イギリス、ドイツ、イタリア、ベトナム、香
港、日本等、現地でのフィールド調査や資料
収集さらには研究者との交流等を中心とし
て、研究のさらなる展開を図ってきている。
同時に、海外からの研究者の招聘を通じて、
国際的な研究交流を行い、それによって研究
の深化を進めることも行っている。研究フィ
ールド調査では「結社」の現代的な意義につ
いて特に関心を寄せて調査を行い、また資料
収集では歴史的な流れの中での「結社」の位
置づけにも十分に関心を寄せながら研究を
進めている。「結社」の現代的な意義と歴史
的な展開との双方に関心をはらいながら研
究を行ったことは、研究を進める上での問題
意識として、継続して重視している点であり、
研究を進めていく上での有効な観点となっ
ている。また現代諸社会における「結社」の
意義を、歴史的な展開のコンテクストを踏ま
えつつ明らかにするという、本研究の全体的
な目的を念頭に置きながら、これまでの研究
成果の一部を、著書や雑誌論文、国内、国外
における学会発表等を通じて公にしてきて
いる。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

 本研究の第一の目的である、海外学術調査
を毎年継続的に進めることができている。ま
た、研究成果の公表もすでに行うことができ
てきている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の最終年度にあたる２０１０
年度には、これまでの研究成果を踏まえつつ、



さらに海外および国内での学術調査を継続
して行い、最終的な研究成果報告を取りまと
める予定である。 
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